
と
も
に
つ
く
る

―
―

―
―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

脱
炭
素
社
会

―
―

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

急
成
長
す
る
再
エ
ネ

地
球
規
模
の
気
候
変
動
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
解
決
す

る
有
力
な
手
段
と
し
て
、
こ

の
１０
年
間
で
世
界
で
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
成
長

し
て
、
そ
の
導
入
量
や
投
資

額
は
従
来
の
化
石
燃
料
を
上

回
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

い
ま
や
世
界
全
体
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
要
の
約
１９
％
、
電
力

供
給
の
約
２５
％
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り
賄
わ
れ

て
い
る
（
Ｒ
Ｅ
Ｎ
２１
「
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
世
界
白
書
２
０

１
７
」）。

そ
の
急
成
長
の
結
果
、
再

エ
ネ
の
導
入
コ
ス
ト
は
急
速

に
下
が
り
、
多
く
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
１
０
０
％
再
エ
ネ

を
目
指
す
国
や
地
域
が
世
界

各
地
で
生
ま
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
１６
年
１１
月
に
発
効
し

た
「
パ
リ
協
定
」
に
よ
り
、

多
く
の
地
域
や
企
業
が
１
０

０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
目
指
す
こ
と
を
宣
言
し
始

め
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
日
本

企
業
は
１
社
し
か
含
ま
れ
て

い
な
い
が
、
１
０
０
以
上
の

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
１
０
０

％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
（
Ｒ

Ｅ
１
０
０
、
１７
年
７
月
現

在
）。

先
行
す
る
欧
州
の
再
エ
ネ

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
で

は
、
２０
年
ま
で
に
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
終
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
の
２０
％
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
加
盟
各
国
が

目
標
を
定
め
て
お
り
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
は
目
標
の
４９
％

を
す
で
に
超
え
、
約
５４
％
に

達
し
て
い
る
。

日
本
と
ほ
ぼ
同
じ
規
模
の

先
進
国
と
し
て
比
較
さ
れ
る

こ
と
の
多
い
ド
イ
ツ
で
も
、

発
電
量
に
占
め
る
再
エ
ネ
の

割
合
が
００
年
の
６
％
台
か
ら

１６
年
に
は
３０
％
以
上
に
達

し
、
再
エ
ネ
の
導
入
が
最
も

進
ん
だ
国
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。

ド
イ
ツ
国
内
で
は
再
エ
ネ

の
割
合
が
１
０
０
％
を
超
え

る
地
域
が
着
実
に
増
え
て
お

り
、
１６
年
６
月
に
は
９０
地
域

に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い

る
。
さ
ら
に
５８
の
地
域
と
３

つ
の
都
市
が
１
０
０
％
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指
す

地
域
と
し
て
評
価
さ
れ
、
ド

イ
ツ
国
内
の
３
分
の
１
に
相

当
す
る
１
５
１
地
域
に
達
し

て
い
る
。
欧
州
各
国
で
も
１

０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
地
域
を
評
価
す
る
取
り
組

み
が
始
ま
り
、
１
０
０
％
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目
指

す
世
界
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

も
展
開
さ
れ
て
き
て
お
り
、

２
０
１
７
年
５
月
に
は
世
界

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
設
立

さ
れ
た
（
写
真
）。
国
際
的

な
再
エ
ネ
や
気
候
変
動
に
関

連
す
る
研
究
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
設
立
に
参
画
し
、
１
０
０

％
再
エ
ネ
に
向
け
た
取
り
組

み
の
広
が
り
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。

１
０
０
％
再
エ
ネ
の
実
現
へ

一
方
、
日
本
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
分

野
の
導
入
目
標
は
３０
年
で
２２

〜
２４
％
だ
が
、
２０
年
で
３０
％

以
上
と
な
っ
て
い
る
欧
州
各

国
の
目
標
値
（
計
画
を
含

む
）
と
比
べ
る
と
、
低
す
ぎ

る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
れ
で
も
、
日
本
で
も
１６

年
の
発
電
量
に
占
め
る
再
エ

ネ
の
割
合
は
よ
う
や
く
１５
％

程
度
に
な
り
、
１０
年
以
前
の

１０
％
程
度
か
ら
順
調
に
増
加

し
て
い
る
（
そ
の
う
ち
４
・

４
％
を
太
陽
光
が
占
め

る
）。欧州

各
国
の
実
績
が
示
す

よ
う
に
、
国
や
自
治
体
が
意

欲
的
な
高
い
数
値
目
標
に
よ

り
、
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
で
、
高

い
目
標
に
よ
り
近
づ
く
こ
と

が
可
能
に
な
る
は
ず
で
あ

る
。
海
外
で
の
実
績
の
よ
う

に
再
エ
ネ
の
供
給
お
よ
び
需

要
面
で
企
業
の
果
た
す
役
割

も
大
き
い
。

日
本
国
内
で
も
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ

ャ
パ
ン
な
ど
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
１

０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
長
期
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を

発
表
し
て
い
る
。
実
際
に
都

道
府
県
レ
ベ
ル
で
は
電
力
需

要
の
２０
％
を
１５
の
県
が
超
え

て
お
り
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で

は
電
力
需
要
の
１
０
０
％
を

超
え
る
地
域
が
１
１
０
カ
所

以
上
に
達
し
て
い
る
（
１５
年

度
推
計
「
永
続
地
帯
研
究

会
」
調
べ
）。

日
本
国
内
で
は
、
東
日
本

大
震
災
後
、
１２
年
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
太

陽
光
発
電
を
中
心
に
導
入
が

急
速
に
進
ん
だ
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
が
１
０

０
％
を
超
え
る
地
域
で
は
、

こ
れ
ま
で
地
熱
発
電
や
小
水

力
発
電
お
よ
び
風
力
発
電
が

中
心
だ
っ
た
が
、
近
年
は
大

規
模
な
太
陽
光
発
電
（
メ
ガ

ソ
ー
ラ
ー
）
も
急
増
し
て
い

る
。こ

れ
ら
の
発
電
設
備
の
ほ

と
ん
ど
は
、
大
手
の
電
力
会

社
や
大
企
業
が
所
有
・
運
営

し
て
お
り
、
地
域
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
地
域

主
体
で
活
用
す
る
「
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
パ
ワ
ー
）
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

世
界
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場

の
中
心
と
な
り
、
１
０
０
％

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
目

指
す
上
で
も
ご
当
地
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
（「
第
１
回
世
界
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
会
議
」
１６
年
１１

月
福
島
県
福
島
市
）。
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③

１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

〜
出
遅
れ
た
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
の
進
め
方
〜


